研修資料①

アセスメントの力量を高めるために～ケースレポートについて考える～
１．この研修の前提

ケースを的確に把握している人のケースレポートは簡潔でわかりやすい

ケースレポートの仕方を意識すると、アセスメントの力量が上がる
２．どのような状況で、どのようにレポートするかを意識する
（１）集まっている情報をすべてレポートする

（２）情報を取捨選択し、理解や仮説、支援方針までを簡潔にレポートする（研修資料②③）
（３）事例検討会やケース会議におけるレポート（研修資料⑬）
（４）カウンセリングや心理療法症例のレポート（研修資料⑬）
　これから、（２）の方法でケースをレポートしてみます。他の人のレポートを聴くのも研修課題です。個人が特定できるような情報はレポートに入れない、ケースに関する資料はコピーせず、研修終了後に回収するなど、守秘性に配慮しましょう。
